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夏の疲労対策
p塩分補給のため、昧H首汁など

を欠かさないよ うにじ〉疲労の早

期回復のため牛乳、豆類や果物

青野菜などを食べましょう。

b体をやすめるため、睡眠をじ

ゅうぶんに取 りましょう。

夜ふかしは絶対禁物です。
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8月のメモ
17日田花火大会 (20時-)玖島崎

20日-22日z 小児マヒ予防種接

(13時30分-15時30分〕
21日z モーターボート第三節

目日 z市内中小学校出校日

2・日 z ラジオ体操コンクーノレ (9時~

12時〉大村公園、長天神社

泊目圃市税差押財産公売税務課で

※
タ
バ

定価一 部五円

コ
レ

ラ
を

迫
B
W
払

、

お
3
n
J

北
九
州
よ
り
佐
世
保
へ
と
侵
入

し
て
来
た
コ
レ
ラ
に
対
す
る
恐
怖

が
急
速
一
L
高
ま
っ
て
来
て
お
り
ま

す。
当
市
は
地
理
的
に
も
長
崎
、
位

一世
保
な
ど
と
交
通
が
は
げ
し
く
、

コ
レ
ラ
の
よ
う
な
外
来
住
の
伝
染

病
が
弗
生
し
や
す
い
条
件
に
あ
る

乙
と
は
、
一
ニ
十
四
年
三
月
に
天
然

痘
の
宛
主
し
た
乙
と
で
も
立
証
さ

れ
て
い
る
乙
と
で
す
。

コ
レ
ラ
は
コ
レ
ラ
菌
が
口
か
ら

入
り
、
腸
や
そ
の
他
の
内
臓
に
曹

を
あ
た
え
、
非
常
に
死
亡
率
の
高

い
病
気
で
す
。
つ
ね
に
わ
が
国
に
一

ω

存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
圏
外
一

の
流
行
地
を
ま
わ
っ
て
来
た
人
や
一
的

船
に
よ
っ
て
運
び
込
ま
れ
ま
す
.
一

予
防
の
た
め
市
民
の
皆
さ
ん
一

の一

一層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
一

i排 i
i菌 i
i状 i
i況 i

手
洗
い
と
各
人

幅
吐
物
や
便
の
中
に
は
必
ず
コ

レ
ラ
菌
が
入
っ
て
お
り
潜
状
朗
の

時
か
ら
排
菌
し
て
い
る
場
合
や
、

は
三
十
五
度
以
下
に
下
り
ま
す
・

一発
病
後
緋
菌
ず
る
場
合
も
あ
り
ま

脈
も
弱
ま
り
極
度

ω嚢
弱
状
態
一
す
。

と
な
り
の
ど
が
渇
き
、
目
は
く
ほ
一
、
EME----

百
に
ニ
了
一
ニ
十
回
ぐ
ら
い

一み
皮
府
は
全

く

乾

燥

し

、

つ

ま

ん

一

一

コ

レ

ラ

菌

川

米
の
と
き
汁
の
よ
う
な
下
痢
章

一で
も
元

長

ら
な

い

よ

う

に

な

り

一

…

の

抵

抗

性

…

吐
を
し
、
手
足
は
冷
く
な
り
体
温

一ま
す
。
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健
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慣
例
の
納
涼
花
火
大
会
は
八
月

十
七
日
午
後
八
時
か
ら
玖
島
崎

海
岸

一
帯
で
倒
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
仕
出
花
火
六
台
打
上
花

火
八
百
三
十
発
が
打
上
げ
ら
れ

七
色
の
饗
宴
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

八
月
十
七
日

れ
ま
す
。

(商
工
水
庵
鰐
)

納

涼

花

火

大

~ 
-:rs; 

コ
は
忘
れ
ず
に
市
内
の
小
売
底
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

は
よ
く
注
意
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
.
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つ
ぎ
の
乙
と
を
守
る
と
と
に
よ

っ
て
と
の
恐
レ
い
伝
染
病
を
防
ぐ

一
乙
と
が
で

き

ま

す

.

目

)

八
十
度
で
五
分
間
加
熱
す
れ
一

ω
生
水
、
生
物
者
食
べ
な
い
と
一
(

と
(
五
分
間
以
上
は
煮
沸
万一

ば

死

滅

し

ま

す

。

一

る
と
と
)

一

外
出
、
用
便
後
、
食
事
前
や
一

嗣
理
前
は
消
器
薬
で
手
洗
い
一

ω

を
励
行
す
る
と
と
(
洗
面
器
一

一
杯
の
水
に
盃
一
杯
の
ク
レ一

ゾ
l
ル
を
と
か
し
た
ク
レ
ゾ
一

手
洗
い
励
行
運
動
の
月
で
す

ら毒千
い被 倍
生)の
きのし
て中よ
いでう
まは乙
ず十う
。 分水
間 (
ぐ 消

(2) 

便
の
申
で
ほ
二
日
間
ぐ
ら
い

生
存
し
ま
す
の
で
便
の
消
毒

8月は
当
市
の
赤
痢
発
庄
は
依
然
と
し
一

て
損
を
た
た
ず
、
今
年
も
す
で
に
一

七
十
一
名
の
患
者
が
発
庄
し
て
お
一

ω

り
ま
す
。
昨
年
に
引
つ
づ
き
手
近
一

な
予
防
対
策
と
し
て
手
洗
励
行
運
一

劃
を
つ
ぎ
の
要
領
で
実
施
い
た
し一

て
お
り
ま
す
の
で
、
目
的
達
成
が
一

で
き
ま
す
よ
う
皆
様
万
の
ご
協
力
一

ω

を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
の
対
象

〔写真)=夜空を彩どる七色の花火(昨年の大会〉

(1) 

市
内
全
世
帯
を
対
象
と
す
る
一
的

ω
モ
デ
ル
地
区
を
指
定

祝
崎
小
川
内
本
小
路
乾

馬
場
松
並
ニ
町
内
竹
松
庄

宅
の
六
十
二
世
帯
を
指
定
し
ま

し
た
。手

洗
の
要
領

(1) 

各
一
向
に
手
洗
器
(
手
持
の
器

物
を
利
用
す
る
)
場
玄
関
、

便
所
内
、
炊
事
場
な
ど
い
ド
そ

な
え
つ
け
る
.

手
洗
に
は
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
げ

ん
液
$
幹
ん
は
石
付
ん
在
使
用

す
T
Q

。

列
出
か
ら
か
え
っ
た
と
き
、

(11) (11) 
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午ニご二)下ノ1 附・ 1J'
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各
戸
に
手
引
を
配
付

用
便
の
後、

炊
事
の
前
、
食

事
前
は
て
い
ね
い
に
抗
う
.

手
ふ
き
は
、
手
洗
器
の
申
に
一
一
例

ガ

1
ゼ
な
ど
を
入
れ
て
お
き
一

そ
れ
t
q
使
崩
ず
る。

手
洗
用
の
薬
剤

指
定
モ
デ
ル
地
区
に
つ
い
て

は
、
運
動
期
間
中
無
償
で
一

位
帯
一
ヶ
月
五
百
グ
ラ
ム
の一

ω

ク
レ
ゾ
ー
ル
を
配
付
す
る
P

一

ク
レ
ゾ
ー
ル
石
り
ん
液
は
水
一

一
・
八
リ
ッ
ト
ル
(
一
升
)
一

に
ク
レ
ゾ
ー
ル
を
一
・
八
デ
一 (8) 
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と
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一
川
仁
川
佐
川

tuzkuuJJ

る
の
で
、

B
H
C
に
よ
ず
の
防
除
あ
る
の
で
、
実
施
に
あ
た
っ
て

と

二

一山

一一

パへ

・

メ

モ

と

一川

?
?

?

，

、
1
2
5包
帯

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

は
じ
ゅ
ろ
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
川

ハ
エ
、
あ
ま
め
な
ど
の
曹
虫
一
川

イ

モ
チ
病
も
今
年
H
多
く
発
さ
い
に

川

日

門

水

稲

】

川

を
駆
除
す
る
乙
と
。
(
コ
レ一
川

去

レ

て

お

り

、

天
候
が
回
復
す

一

川

【

み
か
ん
】

ラ

は

経

口

伝

染

病

で

す

か

ら

一

山

田

植

債

の

一

六

候

が

題

か

っ

た

れ

ば

一

時

、

発

庄

は

抑

え

ら

れ

川

ハ
エ
な
ど
が
媒
介
の
告
を
一
…
彦
、
ニ
化
メ
イ
血
の
防
除
も
る
が
、

菌
が
潜
ぎ
し
て
お
り
晴
天
主
主
ハ
ダ
一
一の

で

市

盃

歪

で
あ
り
、
同
時
に
防
除
駄
に
は
差
す
る
の
で
、
諜
剤
庄
が
多
く
な
る
の
で
、
発
生
状
川

し
ま
す
.

一一
川
き
れ
る
ウ
ン
カ
顛
も
ニ
化
メ
イ
防
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

躍す
L
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

豪
、
暴
食
泰
彦
、
睡
眠
一
川
虫
と
同
じ
く
、
警
が
多
く
と
稲
肥
の
患
で
す
が
、
低
温
貯
蔵
庫
は
天
気
の
良
い
自
に
…

者
充
分
に
と
り
過
労
に
な
ら
川
く
に
最
近
、
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
(
多
雨
で
あ
っ
た
た
め
、
肥
料
の
貯
蔵
箱
手
洗
い
、
庫
内
会
消
毒
川

な
い
よ
ろ
に
し
て
抵
抗
力
笠
山
夏
ウ
ン
カ
類
}
炉
激
発
し
て
U
品
川
解
が
お
く
れ
て
い
る
場
合
も
し
ま
し
ょ
う
。

強
め
る
と
と
。

保
育
所
に
寄
付

予
防
注
射
を
実
施
す
る
よ
う

に
通
知
が
あ
っ
た
時
は
全
員
一
市
内
松
並
町
光
山
万
蔵
さ
ん
は

接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
一
亡
妻
ヤ
ス
さ
ん
の
忌
明
に
際
し
香

ぅ
.
(
保
険
衛
生
課
)
一
典
返
し
の
志
と
し
て
、
七
月
ニ
十

七
日
市
社
会
福
組
協
韻
会
を
通
じ

市
立
申
央
保
育
所
に
子
供
一
一一
輪
車

二
十
台
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

(
福
加
事
務
所
)

墓
地
改
葬
の

お
知
ら
せ

つ
り
め
案
内

日

よ
り

申

込
い
い
現
地
で
行
い
ま
す

容
加
料
日
一
人
三
百
円

道

具

H
竿

一
本

〔写真) =贈主の光山さんと大喜びの寸央保育所の子供たち



野
岳
キ
ャ
ン
プ
場
開
〈

お
そ
ろ
し
い
台
風

ず
甲
山
U

の
気
圧
が
低
い
と
風
は
強

い
も
の
で
す
。

沿
岸
で
は
高
潮
に

毎
年
キ
ヤ
ン
パ
1
で
に
ぎ
あ
う

野
面
キ
ャ
ン
プ
場
開
き
は
七
月
八

日
の
水
害
で
お
《
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、

ζ
わ
れ
た
道
路
も
復
旧
し

七
月
二
十
八
日
よ
り
野
岳
行
パ
ス

が
運
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
八
月
・

一
日
山
闘
き
を
行
い
ま
し
た
。
一

十
月
三
十
一
日
ま
で
開
般
い
た
し
一

ま

す

。

一

な
お
施
設
も
年
々
充
実
し
、
お
一

も
な
施
設
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
一

A
テ
ン
ト
十
二
人
用
H
五
彊
り
一

，
(
使
用
料
一
眠
り
四
百
八
十
円
)
一

五
t
六
人
用
日
三
十
八
張
り
(
一
一

強
ニ
百
四
十
円
)
四
1
五
人
用

u
一

・

風

向

の

変

り

万

で

台

風

の

進

路

十
七
彊
り
(
一
張
り
二
百
早
円
一
そ
こ
で
台
風
五
つ
い
て
知
っ
て
一

風
速
が
十
棄
を
乙

Z被
害
一
主

義
判
断
で
き
る
も
の
で
す

A
毛
布
二
百
十
二
枚

(一

枚
ニ

一
お
き
た
い
こ
と
が
ら
は
つ
ぎ
の
と
一
が
出
は
じ
め
ま
す
。
二
十
五
李
一
つ
ぎ
に
よ
っ
て
判
断
し
て
く
だ
さ

十

円

)

一

お

り

で

す

。

一

乙

す

と

警

は

急

激

に

ふ

え

、

一

ニ

一

ぃ

。

一

一

十

五

米

以

上

に

な

る

と

被

害
は
甚

一

一

A
飲
料
水
用
井
戸

ム
洗
場
ニ
ヵ
一
台
風
が
自
分
の
西
側

一大
と
な
り
ま
す
。
一
中
心
の
気
圧
が
低
い
一
①
風
で
家
が
き
し
ん
だ
り
す
る
場

所

ム
便
所

A
ご
み
焼
場

一

一

一

一

合

は

倒

壊

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

だ

余
l
ト
五
隻

(
商
工
水
産
謀
)
一
を
通
っ
た
場
合
が
一
風
が
も
の
を
押
す
力
、
す
な
わ
一
ほ
ど
風
も
強
い
一
か
ら
、
適
当
な
寄
与
ぐ
避

一

一

杭

風

圧

は

風

速

の

二

乗

に

比

例

す

一

暴

風

半

一

維

の
大
、
こ
か
か
わ
ら
一
離
す
る
乙
と
。

政

!
i
u
!
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風
速
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風
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思

い
ま
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・
室
長
め
に

一
台
風
の
右
側
で
中
山
か
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五
十
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力
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四
倍
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風
速
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三
倍
に
な

と

川

忠

l

，

…

…

一

乃

は

諮

問

ど
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す
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台

風
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方

に

計
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立
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F
一
時
ま
で
に
グ
ば
し
て
い
手
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小
一
豪
雪
お
ね
り
に
は
り
ま
す
一
般
図
書
で
、

図
鑑
、
参
考
書
、
辞
一
台
風
が
北
へ
進
む
場
合
の
風
の

一

J

い

わ

れ
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一
中
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校
生
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用
は
も
ち
ろ
ん
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宿
闘
の
整
理
な
ど
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た
め
に
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番
な
ど
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害
だ
し
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で
き
ま
せ
一
強
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分
布
は
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つ
ぎ
の
と
お
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一

前

線

が

あ
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風

応
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、
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。
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べ
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般
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利
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が
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鑑
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多
く
一
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一
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よ
る
豪
雨
が
お
そ
ろ
し
い

¥
rf
ぃ/
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伽
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、
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↑

通
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い
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な
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か
ぎ
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あ
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図
鑑
雪
一
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係
ま
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ど
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談
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丈
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台
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も
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で
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台
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と
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に
入
り
ま
し
た
。

昨

年

の

台

風

来

襲

件

数

は

、

十

件

で

例

年

に

比

べ

て

少

な

か

っ

た

が

そ
れ
で
も
全
国
で
死
者
二
百
十
九
人
、
負
傷
者
五
千
百
七
十
人
、
建

物
の
全
壊
一
万
四
千
七
百
五
十
八
棟
、
半
壊
四
万
六
千
八
百
四
十
六

棟
、
被
災
世
帯
数
約
二
十
三
万
世
帯
被
災
者
数
約
九
十
三
万
人
と
大

き

な

被

害

を

も

た

ら

し

て

い

ま

す
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意

高
潮
は
台
風
の
申
心
気
圧
が
低

く
く
、
進
行
速
度
が
阜
く
、
満
潮

の
時
聞
に
近
い
ほ
ど
、
ま
た
風
向

き
が
海
岸
に
直
角
に
近
ρ
ほ
ど
警

戒
を
巌
軍
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
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に
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向
の
変
わ
り

方
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台
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質
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予
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点
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風

の

規

模

欄
贈
間
十
1

戸

①
か
わ
ら
や
ト
タ
ン
が
は
が
れ
た

場
合
は
必
ず
風
が
お
さ
ま
っ
て

か
ら
修
理
を
行
う
と
と
。

⑥
不
用
不
急
の
外
出
は
し
な
川
乙

と
、
や
む
梧
得
な
い
列
出
の
と

き
は
、
必
ず
帽
子
会
か
ぶ
り
上

①風時、当初 jt孝η

vJ?き白，栴八まわる.

雨戸がはずれる
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⑤
電
燈
線
の
断
線
に
注
意
す
る
と

と。

素
手
で
さ
わ
る
と
感
電
死

す
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

(
消
防
本
部
)

者
を
き
る
乙
と
。

@
こ
ど
も
の
行
動
に
注
意
す
る
こ

と
。
と
ど
も
は
珍
じ
が
っ
て
見

物
に
出
か
げ
る
が
、
川
に
転
落

し
た
り
、
で
き
死
す
る
こ
と
が

多
い
。
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